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施 策 事 例

施策のポイント

環境関連施策

自 治 体 情 報

電 話 番 号 

事 業 期 間
参考とした施策
関係施策分類

担 当 課

山 形 県 最 上 町
人口／ 10,241人 標準財政規模／ 3,666,243千円

総務課まちづくり推進室

実 施 主 体 最上町サスティナブルタウン推進協議会
直通0233-43-2261 代表0233-43-2111　内線263

平成 21年度

http://mogami.tv関連ホームページ

長野県飯田市環境政策等

最上町サスティナブルタウンプロ
ジェクト
住民の暮らしの中で最も身近で豊富に存在する「森
林資源」を環境問題対策と産業振興、文化振興の両
面から活用を図るため「薪文化」に着目しエネルギー
や食の安全・安心、住環境の向上を目標に、担い手
の育成とシステム構築に向けた実験を住民参加と産
学官連携のもとで行う。

施 策 の 概 要

取組に至る背景・目的
　本町は、豊富な森林資源に恵まれており、かつては、その
森林資源によって生計を立てながら自然と共生する生活文化
が存在していた。中でも「薪」や「炭」などのエネルギーは
山村集落の重要な産業であり、また里山保全においても極め
て重要な役割を果たしていたが、現在は多くの森林が未活用
となっている。
　しかし、近年最新の技術により薪がエネルギーとして活用
されている事例が多くみられるよう、森林資源を活用したエ
ネルギーが再び脚光を浴びてきており、本町においても木質
バイオマスプロジェクトに取り組んでいる。
　本プロジェクトは森林と共生するエネルギーのリサイクル
システムを再構築し、新たな地域雇用の創出を構想とするも
のである。

取り組みの具体的内容
⑴ 　薪の供給システムの開発、普及に向けた調査・実験
　 　意欲的な事業所等をモデル指定し、里山から伐採、配達、
燃料使用までのシステムの開発を展開する。
⑵ 　薪等の木質バイオマスエネルギーを導入した最上町版木
造エコ住宅の開発
　 　地域材と薪やチップといった木質バイオマスエネルギー
を組み入れ大学と住宅関連事業者との共同よるプロジェク
トを展開する。
⑶　環境と観光との連携による交流体験モニターの実施
⑷　薪文化再生創出セミナーの開催　
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施策の開始前に想定した効果、数値目標など
⑴　薪供給に向けた薪の生産体制と供給体制の確立並びに薪供給取り組み団体の育成法人化
⑵　最上町エコ住宅のモデルプラン開発
⑶　自然体験交流プログラムの開発

現在までの実績・成果
⑴　薪等のエネルギーに関するニーズ調査の実施
⑵　最上町版エコ住宅の普及促進にむけた検討
⑶　自然環境活動と観光旅行業との提携による新たな自然体験交流プログラムの検討
⑷　薪文化再生創出セミナーの開催並びに薪ストーブクラブの結成

導入・実施にあたり工夫した点や苦労した点とその対処法・解決策など
　関係機関との横断的な連携による事業であるため、関係各課及び機関との調整作業に時間を要した。

今後の展開と課題
⑴ 　薪の生産者と流通者、消費者が一体となり普及啓発が必
要である。
⑵ 　エコ住宅の普及促進むけた建築業者の技術研修モデルハ
ウス展示会等が必要である。
⑶ 　インストラクターなどの人材の発掘や育成が必要であ
る。

①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源
財源内訳（財源区分：①～⑤）

名称

所管

金額

補助率

①～④の名称、
所管など

0千円 0千円 0千円 0千円

予 算 関 連 デ ー タ

提供可能資料：最上町サスティナブルタウンプロジェクト報告書要約偏等

7,680千円
地方の元気再生推進
調査事業委託金

7,680千円

林野庁

7,680千円

総額
①～⑤の計
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